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法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程
　Now, has not the local community of the local city faded? The new life-style in such a district is 
considered. Construction which considers the area.
The place and farming experience place of activity consisting mainly of a child and an old man are planned. 
Key Words : Local city, Agriculture,Children's hall,Elderly people,Area
　「田舎」ときくと、それだけで地域の人々のコミュ
ニティがうまくいっているという印象をうける人が多
いと思う。しかし、今その地域コミュニティが薄れて
いるのではないのだろうか。
　近年、日々多様化した生活の中での暮らし方という
のが見直され、 新しい住まい方の提案され始めてい
る。しかし、それは都心部だけではなく、地方でも同
様ではないだろうか。地方では人口減少や少子高齢化
などの社会現象の他にも、若い人の転出率が高いこと
や農業など跡継ぎ問題などを抱えている。
　そんな地方での新たな暮らし方を考える必要がある
のではないだろうか。
　私が１８年間暮らしてきた、千葉県の北東部にある
東庄町もそういった町のひとつである。その地元とい
う敷地に対して今、 自分に何が出来るのかを考えた
い。過疎化、高齢化、少子化、社会的問題が多いなか
で、「建築」というフィールドから町に対して地域を
再認識させるような建築を提案していきたい。
２．目的
　今回、 地元離れ、 農業離れという 2 点を問題点と
して取り上げる。地方の問題を定義をし、今後の地方
のあり方を考察する。そして、まちを再認識させる学
びの場を計画することを目的とする。
３．方法
　方法として、建築内部と外部それぞれにおいての「ウ
１．はじめに
チ」、「ソト」を検証し、混在させることにより、ソト
の活動をナカで、ナカの活動をソトで感じるような場
を創り出す。
４. 敷地調査
（１）敷地条件
計画敷地：千葉県香取郡東庄町羽計 2181
敷地面積：20882㎡
建ぺい率：60％
この地域は用途地域外となっている。
敷地は隣接して農業用貯水池である新宿堰があり、周
辺は畑、自然に囲まれた場所である。
また、周囲には小学校、幼稚園、病院、駅、住宅地な
どがあり、農家の人以外でも様々な人の動きが感じら
れる敷地である。
　　
（２）東庄町の課題
　少子高齢化や人口減少の問題が多く取りあげられて
いる。現在、この町でも若い世代の転出率が高いこと
を背景に、少子化が進んでおり、人口減少を問題とし
ている。
　少子化の影響から、2 年前にまちの幼稚園が５つか
ら２つに統合された。そのことにより、今まで幼稚園
と隣接していた小学校との関わりも薄れ、預かり時間
が伸びとこともあり、子供達が地域で遊ぶということ
が減ってきている。
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　しかし、年齢別の人口推移をみると、年少人口と老
年人口をあわせると増加傾向があることがわかる。言
い換えると、地域との関わりが強い世代が増えてきて
いるといえる。つまり、今後のコミュニティを考える
うえで、子どもと大人、地域ということを考えること
が大切だということがいえるだろう。
　町で行ったアンケートをもとに今、問題となってい
ることをあげる。
東庄町の課題
・買い物が不便
・交通が不便
・仕事、職場がない
・老後の生活が不安
・医療や福祉
・生活、居住環境
・商売や事業経営の環境
・子どもの教育環境
・地域行事が多すぎて面倒、わずらわしい
・活気がない
・遊ぶところが少ない
・農業の振興
・夜間診察、緊急医療の充実
・障害者、高齢者等の社会福祉
・健康づくり、予防医療の推進
・道の整備
・公園、児童公園などの整備
・防犯対策
・行財政改革
・スポーツ、余暇施設等の充実
・観光の振興
・駅周辺の整備
・幼児教育の充実
・学校施設、設備の充実
　以上の問題を取り上げ、地域への土着性の強い、こ
どもと老人を中心とした活動拠点となる場と町の特徴
である農業を学ぶ農業体験所を計画する。
５．プログラム
（１）子どもの環境
教育施設の現状 , 児童館は児童（児童福祉法上０歳〜
１８歳未満の子ども）に健全な遊びを与え、その健康
を増進し、または情操を豊かにすることを目的として
設置される屋内型児童厚生施設である
・地域の人々の文化を継承していく場
・地域の人々の場所
・子どものための場所
・学ぶための場所
（２）農業体験所
近年、田舎に暮らそうという人々が増えてきています
が、 実際に都会から田舎に移り住んだ人々の約 3 割
の人々が 3 年以内に出戻りをしてしまうそうだ。 原
因は地域の人々とうちとけられないなどコミュニティ
の問題があげられる。
そこで、 私の考える体験所は実際に農業をやってい
た、あるいはやっている老人と子供だけではなく、移
住を考えている人々をつなぐものとして計画する。
こどもと老人を中心とした活動拠点となる場と農業体
験所を計画する。
５．最後に
　「ウチ」と「ソト」、「ひと」と「しぜん」それぞれ違っ
たものが混じり，触れあうことで新たな発見が生まれ
る。そこで、子どもや高齢者、農業するすべての人に
とっての故郷となるような場所に。
もうひとつの場所を。
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